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１、問題意識

　派遣切りによって、失業が生活困窮につながる日本の福祉国家の脆弱さが明らかに

　世界的な福祉国家の弱体化

　…弱体化の内実が不明瞭（民営化？　給付の削減？　ワークフェア？）

　福祉国家の多様性よりも、強度や有効性が問われている

　国家が国民の生活を確実に保障しているかどうか、それをどのように行っているのか

２、先行研究　福祉レジーム論（多様性論）

　近年の福祉国家論はエスピン = アンデルセンの議論に基づいた、福祉レジーム論

　各国ごとに異なる福祉国家の多様な姿を、多様なアクターとともに描き出す

　＝自由主義、保守主義、社会民主主義の３つのレジーム

　福祉国家の強度や有効性の是非が疎かに

 横並びの比較から、縦の比較へ

　生活保障が不十分なアメリカや日本を福祉国家と呼んでいいものか

３、先行研究　権力資源動員論

　福祉国家論で繰り返し取り上げられてきたのが権力資源動員論

　労働組合、労働者政党による政治的権力の動員によって福祉国家が形成される

　＝福祉国家発展の主な要因は階級闘争

　その他の福祉国家論（政治学による分類）

　　収斂論：高齢化によって福祉国家が発展する
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　　福祉レジーム論：上記、福祉国家の多様性論

　　階級交差連合論：労働側だけでなく、資本側による福祉国家発展の役割も重視

　　政治領域の自律性論：国家や政党、世論などの独自性を強調

　どのように福祉国家を機能させるのか、いずれも福祉国家の経済的メカニズムが不明

４、福祉国家とは？　労働力の保蔵と独占価格の形成

　１）労働市場が自由競争の場合

　　　労働者はその商品である労働力を日々売ることなしには生活できない

　　　＝労働力商品は保蔵ができない→供給過剰となる

　　　　価格メカニズムに基づいて、価格が下落

　　　　価値（生活水準）以下の価格で売らざるををない

　２）労働市場に独占価格が形成される場合

　　　労働組合が団体交渉を行う

　　　　価格メカニズムの発動が抑制される＝価格が政治的に決定される

　　　　産別交渉に拡大することで独占価格を形成する

　　　失業共済を組織する

　　　　部分的に労働力の保蔵が可能になる

　　　　部分的に労働力の数量調整に変化する

　３）労働市場に福祉国家が関わる場合

　　　失業保障や年金給付による生活保障（社会的賃金）が提供される

　　　　労働力の保蔵が可能となる

　　　　　↓

　　　　社会的賃金以下での賃労働を排除する

　　　　価格メカニズムの発動を抑える

　　　　＝価格調整から数量調整へ

　　　　社会的賃金水準が独占価格となる

５、賃金闘争としての福祉国家

　エスピン＝アンデルセンが福祉国家の基準として挙げる労働力の「脱商品化」

　＝一人の人間が市場に依存することなく生活を維持できるようになること
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　福祉国家は労働市場から距離をおいた福祉受給者のためだけの制度となる

　　広範な運動にはなり得ない

　　受給可能性だけでは労働者の権力資源を動員することはできない

　福祉国家の形成や強化は労働市場における独占価格の維持・強化のためのもの

　＝労働者の現実的な問題である労働運動の賃金闘争の一形態

　労働の延長線上に社会保障や福祉国家が位置づけられることで、権力資源を動員可能に

６、今後の課題

　各国における福祉国家と労働運動の歴史の比較

　賃金と社会的賃金（生活保障給付）の額面での相関関係

　特にアングロサクソン諸国の不十分な生活保障について、福祉国家に値するのか再検討

　独占価格をめぐる闘争のあり方

　　資本：独占を打ち破る＝過剰供給、社会的賃金の減額

 　労働：独占を形成する＝過小供給、社会的賃金の増額

　最低賃金制度の位置づけ、特に企業別組合諸国
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